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 　２０１９年７月１６日（火）

【会長報告】◆　なし

【幹事報告】

◆ 前回例会終了後、７月理事会を行いました。

① ７月・８月・９月プログラムの件 ・・・・承認

② ホストファミリーに謝礼の件 ・・・・承認

③ 国際交流協会 年会費納入の件 ・・・・承認

【プログラム】　❤　客　話　（小宮山滋Ｓ・Ａ・Ａ）

〔(株)香川ダイハツモータース　丸亀土器店　店長・実岡直樹様〕

〔　　　〃　　　 サービス本部兼ＩＴ推進Ｇ　課長・土釜 大 様〕

　　『１００年に一度の大変革期を迎えた自動車産業』

　　＜世の中の動き＞

　　　１００年に一度の大変革期 2020年以降の自動車の姿とは

　　　～重要なキーワードは２つ～

　　　①ＡＳＶ：次世代先進安全自動車

Ａｄｖａｎｓｅｄ ◎ 次世代（アドバンスト）

Ｓａｆｅｔｙ ◎ 安 全（セーフティー）

Ｖｅｈｉｃｌｅ ◎ 自動車（ビークル）

高度交通システム構想の1つ。安全運転を支援するシステムを搭載した自動車。

　　　　※ＡＳＶ推進計画

　　１．真実かどうか 　　３．好意と友情を深めるか

　　２．みんなに公平か　　　４．みんなのためになるかどうか

～四つのテスト～

言行はこれに照らしてから

WEEKLY　REPORT

会 長　マーク・ダニエル・マローニー

　　丸亀東ロータリークラブ　＜第４５年度＞
　 ROTARY　CONNECT　THE　WORLD

『ロータリーは世界をつなぐ』 会長　伊賀 重夫　　 幹事　片岡 浩昌

　  2019～2020年度　第４５年度　第３回　 通算第２１３７回例会

第１期 第２期 第３期

平成３～７年度 平成８～１２年度 平成１３～１７年度

技術的可能性の検討 実用化のための条件整備 普及促進と新たな技術開発



　　　☆内閣府目標

2020年までに世界一安全な道路交通社会を構築

2030年までに世界一安全円滑な道路交通社会を構築

　　　②ＣＡＳＥ：自動車の価値観を変える

Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ ◎ ネット接続（コネクティッド）

Ａｕｔｏｎｏｍｏｕｓ ◎ 自律自動運転（オータナマス）

Ｓｈａｒｅｄ／Service ◎ 共同利用（シェアサービス）

Ｅｌｅｃｔｒｉｃ ◎ 電動化（エレクトリック）

自動車を製造・販売する事と合わせて、移動する手段として活用できる様々な

サービスを提供する会社に変わる。

　　　　※官民高度交通システムの構築

独立行政法人等

自動車メーカー

☆道路交通における安全確保、渋滞削減

☆自動走行システムの実現と普及

☆交通弱者に優しい公共バスシステムの実現

　　　☆2019年６月末衝突被害軽減ブレーキの世界基準成立。今後義務化の予定。

　　＜今後の動き＞

　　　　高度交通システムの要は【自動運転と車両相互通信】

＊自動運転技術（レベル０～５に分類）

　2020年には高速道路上でレベル３、限定地域でレベル４の無人移動サービス実現

　　（レベル３以上はシステムが責任を持つ）

＊車両相互通信

　レベル３以上の自動運転を実現するための情報のやり取りの仕方を取り決める

　　（相互通信の要は第５世代移動通信システム）

　ロータリーの目的

　ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。

　具体的には、次の各項を奨励することにある。

　第１． 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること。

　第２． 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に

奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること。

　第３． ロータリアン一人一人が個人としてまた事業および社会生活において、日々、奉仕

の理念を実践すること。

第４． 奉仕の理念で結ばれた職業人が世界的ネットワークを通じて国際理解、親善、平和

　 を推進すること。

国連自動車基準調和フォーラム　　日本行政機関

自動運転の実現に必要な具体的

な技術要件等について検討

第５期 第６期

平成１８～２２年度 平成２３～２７年度 平成２８～令和２年度

第４期

事故削減への貢献と挑戦 飛躍的高度化の実現



　　＜ＤＮＧＡの採用＞

　　　　 Ｄ aihatsu　 N ew　 G lobal　 A rchitecture

Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ　＝　建築学・術、構造

（アーキテクチャ）

　企画・開発・調達・生産準備・生産というすべての工程を含めたシステムや方針。

　　　　※新しいやり方でお客様の生活を豊かにするクルマを作る。

　　＜ＤＮＧＡ採用　新型タント＞

　　　　タントの強みである使い勝手の進化

「ミラクルウォークスルー」パッケージ

・ミラクルオープンドアが持つ空間を使い切る圧倒的な使い易さを徹底追及

・軽初となる運転席ロングスライドシート／ウエルカムオープン

　　　　時代が求める先進安全技術

次世代スマートアシスト

・スマートパノラマパーキングや全車速追従ＡＣＣ等の運転支援機能を新たに採用し

　クラストップの予防安全機能へと進化

　　＜ダイハツの車作り（良品廉価）＞

　　　『安全・安心＆環境対応と節約＆合理性』

～みんなが乗れる次世代の車を提供する～

↓

　　　軽トラックから小型車まで先進技術をみんなのものに

【本日のニコニコ】

♣　 ：伊賀　重夫 会長

♣　 　　　　客話を拝聴して。ありがとうございました。 ：片岡　浩昌 幹事

♣　 〃 ：小宮山　滋 ＳＡＡ

♣　 〃 ：枝園　裕子 副ＳＡＡ

♣　 〃 ：稲毛　謙二 さん

♣　 〃 ：木村　義正 さん

♣　 役員委員長就任挨拶を無事終えて（理事）社会奉仕 ：山下　峰彦 さん

♣　 丸亀デッサン展で久山さんの作品を観覧できて ： 岡　  千枝 さん

【来訪ロータリアン】（なし）

【メークアップ】（なし）

　　１．真実かどうか 　　３．好意と友情を深めるか

　　２．みんなに公平か　　　４．みんなのためになるかどうか

～四つのテスト～

言行はこれに照らしてから

様々な人が手にできる

高性能な安全・安心装備

お客様の生活スタイルに 日常生活の実用性と、経済

マッチするラインナップ 性を両立する総合性能

装　備 ＋　　　　車　種 ＋　　　　性　能

㈱香川ダイハツモータースの実岡店長、土釜課長の



【出席報告】 　第２１３７回例会

会員総数 出席免除会員数 出席計算会員数 出席会員数 欠席会員数 出席率

４０名 ３名 ３７名 ２９名 ８名 78.38％

　第２１３５回例会

会員総数 出席免除会員数 出席計算会員数 出席会員数 欠席会員数 出席率

４０名 ３名 ３７名 ３０名 ７名 81.08％

　【７月２３日(火)の例会】　会 員 卓 話 （黒木 五朗 新会員）

　【７月３０日(火)の例会】　暑気払い夜間例会（プログラム委員会）塩野委員長

　　　　【ＲＯＫＵまるがめ　午後７時～】

　ロータリーの目的

　ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。

　具体的には、次の各項を奨励することにある。

　第１． 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること。

　第２． 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に

奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること。

　第３． ロータリアン一人一人が個人としてまた事業および社会生活において、日々、奉仕

の理念を実践すること。

第４． 奉仕の理念で結ばれた職業人が世界的ネットワークを通じて国際理解、親善、平和

　 を推進すること。

事務所 　オークラホテル丸亀４３０号室

例会日 　毎週火曜日　PM12:30～PM1:30

　E-Mail；merc@soleil.ocn.ne.jp

　URL；http://www.marugame-east-rc.com

　ＭＡＲＵＧＡＭＥ　ＥＡＳＴ　ＲＯＴＡＲＹ　ＣＬＵＢ 例会場
　オークラホテル丸亀　☎23-2222

〒763-0011 丸亀市富士見町3-3-50

　TEL；0877-21-6611　FAX；0877-21-6655

＜７月１６日(火)現在＞

＜７月２日短期交換歓迎会分＞


